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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 26日 (2007.3.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 滅 菌 室 内 の 雰 囲 気 を 目 標 相 対 湿 度 ま で 加 湿 す る 方 法 で あ っ て 、
　 ａ ） 前 記 滅 菌 室 の 雰 囲 気 の 温 度 Ｔ ｃ と 同 じ か そ れ よ り 高 い 温 度 Ｔ ｓ で 、 一 定 量 の 水 を 補
水 タ ン ク に 用 意 す る ス テ ッ プ と 、
　 ｂ ） 前 記 補 水 タ ン ク 温 度 Ｔ ｓ で 水 の 沸 点 を 下 回 る 値 ま で 前 記 滅 菌 室 内 を 減 圧 す る ス テ ッ
プ と 、
　 ｃ ） 前 記 補 水 タ ン ク と 前 記 滅 菌 室 と を 流 体 連 通 状 態 に し て 、 前 記 補 水
タ ン ク 内 の 水 を 前 記 滅 菌 室 内 の 前 記 減 圧 さ れ た 圧 力 に 、 あ ら か じ め 選 択 さ れ た 暴 露 時 間 で
暴 露 さ せ て 、 前 記 補 水 タ ン ク 内 の 水 が 沸 騰 し 、 水 蒸 気 が 前 記 滅 菌 室 に 入 る よ う に

ス テ ッ プ と 、
　 少 な く と も ス テ ッ プ ｂ ） お よ び ｃ ） を 複 数 回 繰 り 返 す ス テ ッ プ と を 含 み 、 前 記 目 標 湿 度
に 到 達 す る ま で 、 繰 り 返 し の た び に 前 記 滅 菌 室 内 の 相 対 湿 度 が 次 第 に 高 く な る よ う に 、 前
記 水 の 量 と 前 記 暴 露 時 間 と の う ち 少 な く と も 一 方 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 密 閉 さ れ た 空 間 を 目 標 相 対 湿 度 ま で 加 湿 す る 方 法 で あ っ て 、 複 数 の 加 湿 段 階 Ｓ ｘ ， ． ．
． ， を 含 み 、 こ こ に お い て ｘ は １ か ら ｎ ま で の 整 数 で あ り 、 各 ｘ は 個 々 の 段 階 を 表 し
、 前 記 段 階 の そ れ ぞ れ が 、 対 応 す る 水 蒸 気 圧 ｈ ｘ ， ． ． ． ， ｈ ｎ を 有 し 、 が 前 記 目 標
相 対 湿 度 に 対 応 す る 前 記 水 蒸 気 圧 を 表 し 、 前 記 段 階 Ｓ ｘ の そ れ ぞ れ が 、 ａ ） 前 記 密 閉 さ れ
た 空 間 に 水 蒸 気 源 か ら 水 蒸 気 を 供 給 し て 、 前 記 空 間 内 の 水 蒸 気 圧 を 、 少 な く と も 前 記 段 階
Ｓ ｘ に 対 応 す る 値 ｈ ｘ ま で 上 げ る ス テ ッ プ と 、 ｂ ） あ ら か じ め 選 択 さ れ た 均 一 化 時 間 の 間
、 前 記 水 蒸 気 源 と 前 記 空 間 と を 切 り 離 す ス テ ッ プ と 、 ｃ ） 前 記 空 間 内 が 前 記 水 蒸 気 圧 ｈ ｎ

に 達 す る ま で ス テ ッ プ ａ ） お よ び ｂ ） を 繰 り 返 す ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法
。
【 請 求 項 ３ 】
　 加 湿 オ ゾ ン を 用 い る 滅 菌 装 置 で あ っ て 、
　 滅 菌 室 と 、
　 前 記 オ ゾ ン を 加 湿 す る 水 蒸 気 源 を 提 供 す る た め に 、 動 作 中 に 水 を 保 持 す る 補 水 タ ン ク と
、
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　 前 記 補 水 タ ン ク と 前 記 滅 菌 室 と の 間 で 流 体 連 通 状 態 に あ る 導 管 と 、
　 前 記 導 管 を 開 閉 す る 、 前 記 導 管 内 の 弁 と 、
　 前 記 滅 菌 室 の 温 度 を 制 御 す る 、 第 １ の 加 熱 手 段 と 、
　 前 記 補 水 タ ン ク の 温 度 を 制 御 す る 、 第 ２ の 加 熱 手 段 と 、
　 前 記 滅 菌 室 の 温 度 を 監 視 す る 、 第 １ の 温 度 感 知 手 段 と 、
　 前 記 補 水 タ ン ク の 温 度 を 監 視 す る 、 第 ２ の 温 度 感 知 手 段 と 、
　 前 記 滅 菌 室 内 の 圧 力 を 監 視 す る 圧 力 感 知 手 段 と 、
　 前 記 滅 菌 室 内 を 減 圧 す る 真 空 手 段 と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 温 度 感 知 手 段 と 、 前 記 圧 力 感 知 手 段 と か ら の 情 報 に 応 答 し て 、 前
記 第 １ お よ び 第 ２ の 加 熱 手 段 を 制 御 す る プ ロ セ ッ サ と を 備 え 、
　 前 記 プ ロ セ ッ サ が 、 複 数 の 段 階 を 踏 ん で 前 記 滅 菌 室 を 加 湿 す る よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 滅 菌 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 滅 菌 室 内 の 雰 囲 気 を 目 標 相 対 湿 度 ま で 加 湿 す る 方 法 を 提 供 し 、 こ
の 方 法 は 、 ａ ） 滅 菌 室 の 雰 囲 気 温 度 Ｔ ｃ と 同 じ か そ れ よ り 高 い 温 度 Ｔ ｓ で 、 一 定 量 の 水 を
補 水 タ ン ク に 用 意 す る ス テ ッ プ と 、 ｂ ） 補 水 タ ン ク 温 度 Ｔ ｓ で 水 の 沸 点 を 下 回 る 値 ま で 滅
菌 室 内 を 減 圧 す る ス テ ッ プ と 、 ｃ ） 補 水 タ ン ク と 滅 菌 室 と を 流 体 連 通 状 態 に し て 、

補 水 タ ン ク 内 の 水 を 滅 菌 室 内 の 減 圧 さ れ た 圧 力 に 、 あ ら か じ め 選 択 さ れ た 暴 露
時 間 で 暴 露 さ せ て 、 補 水 タ ン ク 内 の 水 が 沸 騰 し 、 水 蒸 気 が 滅 菌 室 に 入 る よ う に

ス テ ッ プ と 、 少 な く と も ス テ ッ プ ｂ ）
お よ び ｃ ） を 複 数 回 繰 り 返 す こ と と を 含 み 、 目 標 湿 度 に 到 達 す る ま で 、 ス テ ッ プ ｂ ） お よ
び ｃ ） を 繰 り 返 す た び に 滅 菌 室 内 の 相 対 湿 度 が 次 第 に 高 く な る よ う に 、 水 の 量 と 暴 露 時 間
と の う ち 少 な く と も 一 方 を 制 御 す る 。
 
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 閉 じ た 空 間 を 目 標 相 対 湿 度 ま で 加 湿 す る 方 法 を 提 供 し 、 こ の 方 法
は 複 数 の 加 湿 段 階 Ｓ ｘ ， ． ． ． ， を 含 み 、 ｘ は １ か ら ｎ ま で の 整 数 で あ り 、 各 ｘ は 個
々 の 段 階 を 表 し 、 前 記 段 階 の そ れ ぞ れ は 、 対 応 す る 水 蒸 気 圧 ｈ ｘ ， ． ． ． ， ｈ ｎ を 有 し 、

は 、 目 標 相 対 湿 度 に 対 応 す る 水 蒸 気 圧 を 表 し 、 各 段 階 Ｓ ｘ は 、 ａ ） 閉 じ た 空 間 に 水 蒸
気 源 か ら 水 蒸 気 を 供 給 し て 、 閉 じ た 空 間 内 の 水 蒸 気 圧 を 、 少 な く と も 前 記 段 階 Ｓ ｘ に 対 応
す る 値 ｈ ｘ ま で 上 げ る ス テ ッ プ と 、 ｂ ） 予 測 さ れ る 均 一 化 時 間 の 間 、 水 蒸 気 源 と 閉 じ た 空
間 と を 切 り 離 す ス テ ッ プ と 、 ｃ ） 閉 じ た 空 間 内 が 前 記 水 蒸 気 圧 ｈ ｎ に 達 す る ま で ス テ ッ プ
ａ ） お よ び ｂ ） を 繰 り 返 す ス テ ッ プ と を 含 む 。
 
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 本 発 明 に よ れ ば 、 加 湿 を 、 段 階 的 な い く つ か の ス テ ッ プ で 進 め る こ と が 好 ま し い 。 こ れ
ら の ス テ ッ プ を 、 列 Ｓ １ ， Ｓ ２ ， Ｓ ３ ． ． ． Ｓ ｎ と 表 す こ と に す る 。 ｎ は ス テ ッ プ 数 で あ
る 。 そ し て 、 こ の 列 の 中 間 の ス テ ッ プ を Ｓ ｘ で 表 す こ と に す る 。 ｘ は 、 １ と ｎ の 間 の ス テ
ッ プ 番 号 で あ る 。 各 ス テ ッ プ に は 、 対 応 す る 水 蒸 気 圧 ｈ ， ｈ ２ ， ． ． ． ｈ ｎ が あ る 。 こ
れ ら は 、 対 応 す る 段 階 に お け る 目 標 水 蒸 気 圧 値 を 表 す 。 し た が っ て 、 中 間 ス テ ッ プ Ｓ ｘ に
対 応 す る 水 蒸 気 圧 値 は ｈ ｘ で あ る 。
 
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ４ は 、 段 階 的 な ス テ ッ プ に よ る 加 湿 の 進 行 状 況 を 示 す 。 縦 軸 は 、 滅 菌 室 の 圧 力 で あ る
（ 単 位 は １ ／ ４ ト ル ） 。 横 軸 は 時 間 で あ る 。 好 ま し い 滅 菌 室 温 度 で あ る ３ ０ ． ８ ℃ で の 目
標 水 蒸 気 圧 は 、 約 １ ３ ６ × １ ／ ４ ト ル （ ３ ４ ト ル ） で あ る 。 こ の 圧 力 に 達 し た 後 、 「 加 湿
安 定 状 態 」 の 間 、 水 源 と 滅 菌 室 と が 流 体 連 通 状 態 で あ る よ う に 、 弁 を 開 い た ま ま に す る 。
図 で は 、 目 標 水 蒸 気 圧 の １ ３ ６ × １ ／ ４ ト ル が 、 水 蒸 気 の 設 定 値 と し て 示 さ れ て い る 。
こ の 設 定 値 に 到 達 し た 後 、 図 に 示 す よ う に 、 「 加 湿 安 定 状 態 」 を ３ １ 分 間 保 つ 。 さ ら に 、
こ の 図 に よ れ ば 、 加 湿 安 定 状 態 の 最 後 の ５ ～ １ ０ 分 に は 圧 力 の さ ら な る 増 加 が ほ ど ん ど な
く 、 滅 菌 室 内 の 状 態 が 安 定 し て い る こ と が わ か る 。
 
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 滅 菌 サ イ ク ル を 開 始 す る 前 に 、 加 湿 器 室 ３ ２ を 、 滅 菌 サ イ ク ル 全 体 に 必 要 な 量 を 十 分 に
ま か な う 水 位 ま で 、 水 で 満 た す 。 こ れ は 、 水 入 力 弁 ３ ６ を 一 時 的 に 開 け る こ と に よ っ て 行
わ れ る 。 こ の と き 以 外 の 滅 菌 サ イ ク ル で は 、 弁 ３ ６ を 閉 じ た ま ま に す る 。 滅 菌 サ イ ク ル の
最 初 の フ ェ ー ズ で は 、 吸 気 弁 １ ８ 、 酸 素 遮 断 弁 ２ ６ 、 混 合 供 給 弁 ２ ９ ａ 、 お よ び 混 合 バ イ
パ ス 弁 ２ ９ ｂ （ 任 意 選 択 ） を 閉 じ 、 蒸 気 吸 気 弁 ３ ４ お よ び 滅 菌 室 排 水 弁 ４ ４ を 開 く 。 滅 菌
室 １ ０ を 、 約 ０ ． １ ミ リ バ ー ル の 真 空 圧 力 ま で 排 気 す る 。 滅 菌 室 内 の 絶 対 気 圧 が ６ ０ ミ リ
バ ー ル を 下 回 っ た ら 、 水 蒸 気 吸 気 弁 ３ ４ を 閉 じ る 。 圧 力 が 約 １ ． ０ ミ リ バ ー ル に な っ た ら
、 滅 菌 室 排 水 弁 ４ ４ を 閉 じ 、 水 蒸 気 吸 気 弁 ３ ４ を 開 い て 、 加 湿 器 室 ３ ２ 内 の 圧 力 を 、 滅 菌
室 内 の 真 空 圧 力 ま で 下 げ る 。 こ れ に よ っ て 加 湿 器 室 内 の 水 が 沸 騰 し て 蒸 発 し 、 水 蒸 気 と な
っ て 滅 菌 室 １ ０ に 入 り 込 む 。 加 湿 時 間 が 終 了 す る 少 し 前 （ 通 常 は 、 加 湿 時 間 が 終 了 す る 約
２ ～ ６ 分 前 ） に 、 オ ゾ ン 発 生 器 を 起 動 す る 。 オ ゾ ン 発 生 器 か ら 出 る 酸 素 ／ オ ゾ ン 混 合 物 の
流 れ を 、 オ ゾ ン 混 合 供 給 弁 ２ ９ に よ っ て 制 御 す る 。 オ ゾ ン 滅 菌 装 置 は さ ら に 、 真 空 耐 性
が あ っ て 、 １ ～ １ ２ リ ッ ト ル 毎 分 の 範 囲 で 流 量 を 調 整 で き る ニ ー ド ル 弁 ２ ８ を 含 む こ と が
好 ま し い 。 オ ゾ ン 発 生 器 は 、 任 意 機 能 と し て 、 加 湿 時 間 の 開 始 と 同 時 に 起 動 さ れ る こ と が
可 能 で あ る 。 こ れ を 達 成 す る に は 、 遮 断 弁 ２ ６ と 混 合 バ イ パ ス 弁 ２ ９ ｂ と を 用 い る 。 遮 断
弁 ２ ６ を 開 い て 、 酸 素 を オ ゾ ン 発 生 器 に 入 れ る 。 オ ゾ ン 発 生 器 で 発 生 し た オ ゾ ン ／ 酸 素 混
合 物 を 、 混 合 バ イ パ ス 弁 ２ ９ ｂ と 真 空 ポ ン プ ４ ０ と を 介 し て 、 オ ゾ ン 変 換 ユ ニ ッ ト ５ ２ へ
直 接 案 内 す る 。 加 湿 時 間 の 後 、 混 合 供 給 弁 ２ ９ ａ を 開 き 、 混 合 バ イ パ ス 弁 ２ ９ ｂ を 閉 じ て
、 酸 素 ／ オ ゾ ン 混 合 物 を 滅 菌 室 に 案 内 す る 。 滅 菌 室 １ ０ 内 の オ ゾ ン 濃 度 が ８ ５ ｍ ｇ ／ ｌ に
な る ま で 、 酸 素 ／ オ ゾ ン 混 合 物 を 滅 菌 室 １ ０ に 入 れ る 。 こ の ス テ ッ プ に 必 要 な 時 間 は 、 混
合 物 内 の オ ゾ ン ガ ス の 流 量 お よ び 濃 度 に 依 存 す る （ 重 量 比 で １ ０ ～ １ ２ ％ が 好 ま し い ） 。
こ の 時 点 で 、 混 合 供 給 弁 ２ ９ ａ を 閉 じ て 、 滅 菌 室 を 密 閉 し 、 加 湿 さ れ た オ ゾ ン ／ 酸 素 ガ ス
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混 合 物 を 真 空 下 の 滅 菌 室 に 保 持 す る 。
 
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ １ 】
　 滅 菌 室 １ ０ か ら 排 気 さ れ た オ ゾ ン 含 有 ガ ス は 、 オ ゾ ン 変 換 ユ ニ ッ ト の オ ゾ ン 分 解 触
媒 を 通 っ て か ら 、 外 気 中 に 排 出 さ れ る 。 こ れ は 、 滅 菌 ガ ス 内 の オ ゾ ン が 完 全 に 分 解 さ れ る
よ う に す る た め で あ る 。 オ ゾ ン 発 生 器 ２ ２ は 、 滅 菌 サ イ ク ル 中 の ２ つ の 部 分 で の み 用 い ら
れ る 。 そ れ は 、 （ 任 意 選 択 の 弁 ２ ９ ａ お よ び ２ ９ ｂ を 用 い て ） オ ゾ ン 発 生 器 ２ ２ を 起 動 す
る と き と 、 滅 菌 室 １ ０ を 排 気 す る と き で あ る 。 オ ゾ ン 発 生 器 ２ ２ の 起 動 フ ェ ー ズ の 間 に 、
混 合 バ イ パ ス 弁 ２ ９ ｂ を 開 い て オ ゾ ン を 触 媒 に 案 内 す る 。 オ ゾ ン 発 生 器 ２ ２ の 起 動 フ ェ ー
ズ が 完 了 し た ら 、 バ イ パ ス 弁 ２ ９ ｂ を 閉 じ る 。 滅 菌 室 １ ０ の 排 気 中 に 、 滅 菌 室 排 水 弁 ４ ４
を 開 い て 、 オ ゾ ン 含 有 滅 菌 排 ガ ス を 触 媒 に 案 内 す る 。 滅 菌 室 １ ０ の 排 気 が 完 了 し た ら 、 滅
菌 室 排 水 弁 ４ ４ を 閉 じ る 。 オ ゾ ン の 循 環 は 、 真 空 ポ ン プ ４ ０ に よ っ て 確 実 に 行 わ れ る 。 真
空 ポ ン プ ４ ０ は 、 す べ て の 繰 り 返 し サ イ ク ル を 含 む 滅 菌 サ イ ク ル 全 体 を 通 し て 動 作 し て い
る 。 オ ゾ ン 分 解 触 媒 が 真 空 ポ ン プ の 上 流 に 配 置 さ れ て い れ ば 、 触 媒 物 質 を 汚 染 し な い よ う
に カ ロ ラ イ ト を 可 能 な 限 り 乾 燥 し た 状 態 に 保 つ こ と が さ ら に 確 実 に 行 わ れ る 。 真 空 ポ ン プ
４ ０ が 滅 菌 処 理 の 全 体 を 通 し て 作 動 し て い る の で 、 カ ロ ラ イ ト は 、 オ ゾ ン の 分 解 に 用 い ら
れ て い な い 場 合 で も 、 減 圧 下 に さ ら さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 滅 菌 室 の 排 気 中 に カ ロ ラ イ ト
に 吸 収 さ れ て い た 可 能 性 の あ る 、 触 媒 に 含 ま れ て い た 水 が 強 制 的 に 蒸 発 さ せ ら れ る 。 オ ゾ
ン 分 解 触 媒 が 真 空 ポ ン プ の 下 流 に 配 置 さ れ て い る 場 合 は 、 触 媒 を 加 熱 し て カ ロ ラ イ ト を 十
分 乾 燥 し た 状 態 に 保 つ こ と が 好 ま し い 。
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